
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立土合中学校 ）     学校番号 ２１０                            【様式】 
学 校 教 育 目 標 日に学び さやかな土合 光る汗        

目 指 す 学 校 像 〇笑顔あふれる学校 〇あいさつが飛び交う学校 〇行事が魅力的な学校        

          

重 点 目 標 

１ 教育DXの推進による子どもたちの学びの変革の実現 
２ 子どもの幸せを保障する教育の実現 
３ エージェンシーを育てるコミュニティ・スクールの実現 
４ 全ての生徒の幸せを保障する教育環境の実現 
５ 教育 DX を活用した量的・質的な働き方改革の実現 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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【現状】 

〇R7 学校評価保護者アンケート「分かりやすい授業の工

夫」の肯定的な回答の割合は 89%であり、生徒の実態に

合った授業ができている。 

〇情報端末を活用しながら、教科と特別活動、道徳、総

合的な学習の時間との教科横断的な視点にたった授業

が見られるようになった。 

【課題】 

〇さらなる学力の向上のためには、授業力向上に向けた

不断の研修が必要である。 

〇教科を超えた教科横断的な視点にたった授業展開を行

い、探究的な学びをより深める必要がある。 

・学力向上に向け

た教職員の指導

力向上に関する

取組 

 

 

①全ての教員が年間２回の授業公開を実施す

るとともに、年間３回の授業観察を通し、

互いに学びあいながら指導力向上を図る。 

②カリマネデザインマップを活用し、教科横

断的な視点にたった探究的な学びの実現を

図る。 

①授業観察シートに係る数値目標 

②教科横断的な視点にたった授業が展開でき

たか。 

 

 

 

 

 

Technologyr&Heart 

技術と人間性が調 

和する教育の実現 

に関する取組 

 

①教科の目標にせまるデジタル学習基盤の効

果的活用を通し、「学び方」「教え方」の

改革を推進する。 

②教育 DX を推進するための、デジタルと掛け

合わせる体験や交流などのリアルの充実を

図る。 

①学びの指標のICTに係る数値を1回目より２

回目が 0.2pt 上がったか。 

②R8 学校評価教職員アンケートにデジタルと

リアルのバランスの取れた授業づくりがで

きたか。 
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【現状】 

〇R7 学校評価生徒アンケート「学校は生活が楽しいと感

じている」に「全くそのとおり」の割合は 65%であり、

多くの生徒が学校生活に満足している。 

〇ステップアップルーム（Sola るーむ）の活用や Growth

との連携など、個々の状況に合わせた多様な学びの場

が用意できている。 

【課題】 

〇生徒の中には人権に配慮できていない言動が出ること

があり、人権意識の高揚は急務となっている。 

〇ステップアップルーム（Sola るーむ）を Growth に通っ

ていた生徒の受け皿となるように、一人ひとりに応じ

た学習環境の整備を行う必要がある。 

・人権教育の充実

による豊かな心

の醸成を図る。 

 

①人権教育係る研修を充実させるとともに、

すべての教育活動を通した人権意識の高揚

を図る。 

②「３つほめて１つ指導」生徒一人ひとりの

心情に応じた励ましや賞賛の実践。 

①R7 学校評価生徒アンケートに人権意識の高

揚にかかる数値 

②生徒が安全安心に学校生活を過ごすことが

できたか。 

 

 

 

 

 

・個々の生徒・保

護者の思いを受

け 止 め 寄 り 添

い、誠実に対応

する支援体制の

実働 

 

①ステップアップルーム（Sola るーむ）での

オンラインを含めた効果的な学習方法の検

討や時間割に位置付けた個別指導の実施 

②事案発生から報告までのマニュアルを作成

し、迅速かつ丁寧に情報共有を行い、組織

的な対応の徹底 

①ステップアップルーム（Sola るーむ）の学

習環境の充実を図り、運用方法の見直しを

随時行うことができたか。 

②学校評価（教職員）の生徒指導・教育相談

の体制にかかる質問項目において、3.0以上

を達成できたか。 
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【現状】 

〇部活動地域展開のモデル校として、教職員の兼職兼

業、統括団体からの指導者派遣、１年目としてはおお

むね良好な活動ができている。 

〇学校運営協議会において保護者、地域と連携し、目指

す生徒像の実現に向けて積極的な熟議を積み重ねた。

地域も協力的であり、学校との連携は図れている。 

 

【課題】 

〇部活動地域展開を継続的に進めるためには、「まちク

ラブ（仮）」のような中心となる組織を立ち上げる必

要がある。 

〇子どものエージェンシーを育てるためには、継続的に

地域と生徒が意見交換をする場を作る必要がある。 

・学校内外の指導

力を活用した専

門性の高い指導

を 行 う と と も

に、部活動地域

展開にむけた体

制づくり 

 

①本校の実態に合った「まちクラブ（仮）」

を立ち上げ、持続可能な体制づくりを行う 

②地域、保護者とも連携を図り、指導者とし

ての参加や活動の支援など、協働して子ど

もたちを育てる取組の実施。 

①「まちクラブ（仮）」の設立ができたか。 

 

②部活動地域展開に係る生徒・保護者アンケ

ート調査の数値目標 
   

 

 

・学校運営協議会

を 基 盤 と し 家

庭、地域と連携

を密にした、子

どものエージェ

ンシーを育てる

取組 

①学校運営協議会を年３回実施し、情報を積

極的に発信するとともに学校自己評価シス

テムを活用してＰＤＣＡサイクルのもと家

庭、地域と連携した取組を実施する。 

②学校運営協議会に生徒が参加する場を設定

し、地域、保護者、教師、生徒が熟議を行

えるようにする。 

①学校運営協議会の熟議で決定したことを実

践できたか。 

②学校運営協議会に生徒が参加する場を設定

することができたか。 
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【現状】 

〇施設の老朽化が目立ち、優先順位を付けて修繕を行っ

ているが追いつかない現状がある。 

〇定期的な安全点検の成果もあり、教職員の事故防止に

係る意識は高まっている。 

 

【課題】 

〇安全点検の項目や内容を見直し、より正確に修繕箇所

等の把握を行っていく必要がある。 

〇計画的に不要な物の廃棄を行い、子どもにとって必要

なものに予算をかけていく必要がある。 

・施設・設備点検

や修繕を通した

事故防止対策に

関する取組 

 

 

 

①安全点検の項目の見直しを図り、全教職員

による毎月の安全点検に加え、管理職によ

る目視による点検の実施。 

②修繕箇所の即日対応並びに教育委員会とも

連携を図り安全な環境づくりを行う。 

①学校評価（教職員）「毎月の安全点検が確

実に実施され、必要に応じた対応が施され

ているか」の項目において、肯定的な回答

の割合が 80%以上を達成できたか。 

②修繕箇所の即日対応を行うことができか。 

 

 

 

 

 

・適正かつ確実な

予算執行に関す

る取組 

 

 

①生徒の安心安全な活動を支える予算編成の

実施。 

②事務と連携した予算執行率の確認や執行内

容についてのヒアリングの実施。 

①適正かつ確実な予算執行の執行率を 97%以上

にできたか。 

②計画的な予算執行を行うことができたか。 
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【現状】 

〇ミドルリーダーを中心に、一人１主任で校務分掌を担

当しているが、学年分掌を加えると複数主担当を受け

持つ教員も多くいる。 

〇主担当を中心に行事の企画・運営とコミュニケーショ

ンをよく取り行うことができる。 

 

【課題】 

〇教職員により業務量に差が大きく、一部の教員への負

担が大きくなっている。 

〇保護者配信ツールの導入もあり、量的な業務改善は進

んではいるが、質的な業務改善には至っていない現状

がある。 

・業務量平準化を

図り、質の高い

授業づくりに注

力できる環境づ

くり 

 

 

①法令に基づく業務量管理による時間外在校 

等時間減少の確実な実施 

②校務分掌組織の見直し、教職員一人ひとり 

に役割を持たせることで業務量の平準化を 

図る。 

①業務量管理に関する数値目標 

②時間外在校等時間月 30 時間を超える職員の

人数をＲ７より減らすことができたか。 

 

 

 

 

 

・教育 DX を活用し

た業務効率化を図

る取組 

 

 

 

①学校業務全体の質的、量的な見直しを図る取

組の実施 

 

②学校 DX 推進部を中心に教育ＤＸを活用した

業務改善の方法を検討する。 

①学校業務全体の質的、量的な見直しを図る取

組ができたか。 

②教育ＤＸを活用した業務改善を行うことがで

きたか。 
   

地
域
と
と
も
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く
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